
し
て
陸
地
測
量
部
の
東
亜
輿
地
圖
（
百
五
十
萬
分
一
）
ご
苦
る
に
あ
b
し
こ
ご
疑
ひ
を
容
れ
す
。
建
仁
刊
成
唯
識
論
の

層
萬
分
一
圓
ご
は
必
ず
備
ふ
べ
き
も
の
な
り
。
　
　
　
　
　
　
蹟
に
宏
N
”
○
○
⊃
⊃
）
Q
O
o
つ
）
o
つ
⊃
o
）

　
以
上
は
普
通
一
遍
の
調
査
者
の
一
覧
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
　
　
　
爲
報
春
B
四
所
之
憩
恩
敬
彫
唯
識
十
軸
之
論
模
爲
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
安
稔
天
下
泰
季
興
隆
佛
一
利
爲
有
情
突
建
仁
元
年

る
も
の
に
し
て
典
＝
一
を
除
き
て
は
閲
覧
購
求
癖
易
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ハ
一
十
「
二
H
始
ラ
～
至
同
二
年
山
ハ
n
刀
一
口
濫
ハ
一
州
施
入

も
の
な
b
、
地
理
書
及
び
地
圖
の
書
史
は
時
下
史
の
栞
」
　
沙
門
要
論

の
如
き
所
謂
「
栞
」
に
於
て
は
記
述
の
範
國
を
超
ゆ
る
が
故
　
叉
承
久
刊
成
唯
識
論
の
践
に
轟
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　

に
之
を
誌
さ
す
次
に
前
記
諸
書
に
就
て
簡
軍
な
る
説
明
を
＼
、
　
願
畿
鷹
理
宗
法
命
　
久
惜
春
潟
鯉
威
光
　
早
生
有
情

な
す
べ
し
u
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
慧
解
三
共
必
得
龍
花
盆

　　

@　

t
日
版
細
造
考
　
欝
優
麗
藤
露
量
罫
鍵
灘
鰹
嚇

　　

@　
@　
@　
@　

@
大
屋
徳
城
雛
灘
蹉
耀
麟
器
鞍
礎
㈱

　
世
に
森
B
版
ご
越
す
る
古
刻
書
の
一
種
あ
り
○
南
都
興
　
ご
辮
せ
ら
れ
曇
り
。
（
大
桑
院
ピ
一
乗
院
ご
に
於
い
て
各
別

頑
寺
に
て
築
造
し
た
る
も
の
に
係
る
。
其
の
脊
版
繕
の
尽
あ
り
。
勲
欝
而
し
て
、
興
輻
意
北
寺
轟
は

す
る
は
、
興
編
曲
ご
密
接
の
關
係
を
有
す
る
春
着
憩
に
れ
元
興
寺
の
奪
に
噛
し
て
法
宗
相
の
轟
繍
燈
た
り
し

因
み
て
趨
り
し
も
の
な
る
べ
く
、
從
ひ
て
其
の
離
造
の
趣
　
か
ば
、
藩
H
明
神
は
叉
法
相
擁
護
の
榊
明
こ
し
て
、
上
流

旨
は
一
に
春
H
朋
紳
の
膏
血
に
供
へ
紳
威
を
増
さ
ん
ご
す
　
信
仰
の
中
心
π
る
の
親
あ
り
○
故
に
封
冊
の
神
威
を
惜
む

　
　
　
第
二
巻
　
　
難
　
纂
　
　
春
日
版
蝋
蓬
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
號
　
　
一
〇
五
　
（
二
九
一
）



，

・

第
二
巻
　
雑
纂
　
容
臼
版
雛
造
考

は
や
が
て
唯
識
申
濫
の
陵
夷
を
惜
む
の
謂
に
し
て
、
灘
H

の
法
樂
に
供
す
る
は
や
が
て
唯
識
の
慧
命
を
績
き
、
法
相

の
流
通
を
旨
く
る
所
以
に
て
あ
り
き
。
寛
治
刊
成
唯
識
論

の
蹟
に
云
く

　
　
乱
民
伽
藍
學
衆
諸
徳
爾
興
隆
佛
年
利
藥
有
情
各
面
随

　
　
分
財
力
弁
理
人
魂
唯
識
論
一
部
十
憲
摸
寛
治
こ
年
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
Q
　
O
　
O

　
　
n
月
廿
一
滴
ほ
畢
功
願
以
此
”
功
醗
偲
姻
τ
河
北
酌
群
一
実
往
生
内
院

　
　
⊃
　
○
　
凸
　
O
　
O
　
O
　
C
　
O

　
　
聞
御
信
解
讃
唯
識
性
速
成
佛
滋
　
　
摸
工
俗
槻
増

然
る
に
、
春
日
版
の
概
念
は
斯
く
の
如
し
ご
す
る
も
、
世

に
謂
は
ゆ
る
春
日
版
な
る
も
の
に
就
い
て
は
、
種
々
の
説

あ
り
て
、
朝
倉
氏
の
「
H
本
古
刻
書
史
し
に
詳
述
せ
り
○
今

便
宜
上
其
の
説
を
引
用
す
慰
し
。

　
春
目
版
の
起
討
匪
共
範
園
に
就
き
て
は
是
を
廣
義
ド
解
ず
る
も
の
、
こ
、
狼

　
義
に
説
く
も
の
ミ
の
二
翫
あ
り
。
農
桟
訊
拭
口
く
饗
目
版
の
名
樗
は
蓮
時

婦
古
者
流
か
古
綿
書
研
究
の
富
時
陶
都
譜
寺
開
版
て
る
所
の
古
刻
経
女
に

し
て
刊
行
年
月
を
記
さ
p
ろ
も
の
多
’
イ
易
見
．
立
刀
上
是
等
を
総
罹
し
て

か
の
高
野
版
、
五
山
版
等
の
名
日
あ
る
に
翠
し
か
く
命
名
写
し
も
の
な
り

而
し
て
此
巻
B
版
を
印
刷
ぜ
し
古
版
木
に
附
薬
日
．
猫
寺
を
始
め
諸
寺
に
世

帯
ご
號

一
〇
雰
　
（
二
九
二
）

存
也
る
も
の
頗
る
多
し
、
運
算
古
版
木
の
多
く
は
毎
版
面
の
右
隔
に
年
代

耳
漏
或
口
乞
王
彫
手
の
姓
名
を
隠
文
に
彫
刻
・
し
、
二
丈
、
し
養
・
し
き
陽
交
の

奥
書
あ
ろ
も
の
甚
だ
少
し
，
雌
隠
文
は
印
綱
の
際
紙
百
に
摺
込
ま
れ
ざ
ろ

を
以
て
春
U
版
の
多
く
は
年
力
を
記
琶
る
奥
書
の
稀
な
る
灰
以
な
り
亡
」

狭
義
説
に
曰
く
、
春
口
版
ご
は
當
時
代
（
鍵
倉
）
の
初
期
春
琶
瀦
附
騰
の
彫

刻
僧
の
黙
り
・
し
も
の
．
或
柄
箒
系
統
を
引
け
る
も
の
に
・
し
て
、
稿
字
蒼
古

紙
籔
燕
饗
膳
ハ
に
輯
柵
ぼ
凸
な
る
軋
の
を
指
ず
’
o
爺
・
し
て
戯
ハ
名
稽
ぼ
春
u
n
龍
に
關

係
あ
り
こ
ミ
，
建
仁
元
年
刊
『
成
唯
識
論
』
の
奥
書
に
【
，
欝
報
春
日
四
所
之

一
頃
」
承
久
ミ
年
兜
『
成
唯
識
論
』
り
奥
書
に
「
久
惜
春
日
獲
威
光
」
蓬
あ
る

に
二
子
ぜ
る
も
の
な
る
べ
こ
，
若
・
し
當
時
代
よ
サ
江
戸
時
代
に
至
う
ま
で

隆
盛
を
極
め
し
三
都
諸
口
守
に
於
い
て
嗣
版
ぜ
・
し
、
所
の
三
七
や
総
構
ぜ
ん
に

は
赴
を
職
工
版
ミ
軋
呼
ぶ
べ
く
春
日
版
は
其
中
の
一
種
優
秀
な
る
も
の
ご

見
る
を
可
ε
ず
ミ
L
　
　
　
　
　
　
．

患
ふ
に
春
日
版
の
名
柵
は
維
漸
以
前
…
の
諸
書
に
目
測
韓
冷
9
、
近
時
好
事
家
等

の
泓
稚
な
る
べ
し
、
由
張
南
郁
諺
毒
に
於
け
ろ
開
版
は
挙
安
娚
に
婁
し
江

戸
時
代
に
至
る
ま
で
綴
々
絶
、
ロ
ず
、
隙
に
後
世
四
方
を
勧
喧
し
て
古
版
木

に
よ
り
獅
携
三
禰
を
な
闘
う
も
の
頗
ろ
多
し
、
此
中
臼
か
ら
二
種
の
別
あ

り
、
一
は
共
版
式
整
然
こ
し
て
丈
字
亦
廼
勤
紙
質
精
糖
に
こ
て
潤
色
絶
隻

な
る
転
の
、
一
は
ナ
に
三
三
イ
横
幽
イ
直
島
錠
る
軋
の
れ
り
、
的
嚇
は
劣
く

鎌
倉
噂
代
の
嗣
版
に
蒼
し
，
後
濤
は
多
く
竈
町
時
代
の
開
版
に
鵬
す
。
而

こ
て
現
今
好
百
繊
麗
が
特
に
春
日
版
ご
稽
・
し
て
珍
藏
ゼ
う
も
の
を
蟻
る
に



　
悉
く
葡
者
嬉
し
て
後
者
は
捨
て
思
す
、
さ
れ
ば
其
起
里
親
の
常
否
は
姑
く

措
き
，
も
・
し
古
刻
書
ミ
・
し
て
春
重
版
の
特
色
及
共
同
圃
を
問
ふ
も
の
あ
ら

軍
暴
護
・
以
菱
暮
ふ
・
遍
路
讐
る
あ
な
兆

　
余
思
ふ
に
、
廣
義
説
の
採
る
可
か
ら
ざ
る
は
、
鎌
倉
時

代
法
陸
図
東
大
寺
唐
招
提
寺
西
大
寺
並
に
南
都
系
の
太
秦

椎
宮
院
軸
等
に
て
弓
造
し
た
る
摸
版
若
く
は
刷
成
せ
ら
れ

　
　
　
　

し
紙
本
が
、
春
日
興
福
寺
雛
造
の
も
の
こ
交
字
の
配
列
、

書
風
、
版
式
用
墨
用
紙
等
を
異
に
し
、
全
然
別
物
ざ
観
ざ

る
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
明
か
な
り
。
然
る
に
若
し
蕨
義
説

を
採
る
時
は
好
事
者
の
謂
は
ゆ
る
春
巨
版
に
は
當
れ
ざ
も

室
町
以
下
三
目
興
輻
寺
に
て
弓
造
し
だ
る
摸
版
が
其
の
形

式
全
く
之
れ
ご
同
一
に
し
て
、
其
の
書
風
は
時
代
に
依
り

て
、
幾
分
の
差
異
あ
り
こ
す
る
も
、
大
体
は
同
形
式
の
も

の
多
く
現
存
す
る
を
奈
何
せ
ん
。
故
に
余
は
左
の
知
く
定

義
す
る
の
尤
も
科
學
的
分
類
法
な
る
べ
き
を
信
ず
。

　
　
熱
望
版
ご
は
李
安
朝
よ
り
江
戸
時
代
に
及
び
春
日
興

　
　
輻
寺
に
於
い
て
憲
只
勝
帥
の
法
樂
並
に
唯
識
弘
通
の

　
　
爲
に
離
造
開
版
し
セ
る
佛
典
を
い
ふ
○

　
　
　
第
ご
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
春
日
版
難
、
造
考

春
夜
版
弾
器
の
起
源
は
明
か
な
ら
す
。
現
存
中
最
古
の
も

の
は
寛
治
二
年
刊
『
戌
唯
識
論
』
な
り
。
而
し
て
、
摸
版
・
こ

し
て
最
古
の
も
の
は
『
成
堆
識
論
蓮
記
』
の
建
久
六
年
の
摸

　
の板

な
り
。
さ
れ
ご
、
此
の
聞
に
全
（
開
版
な
か
り
し
か
ご

い
ふ
に
、
然
ら
ざ
る
も
の
、
如
く
、
蹴
語
な
き
『
成
唯
識

論
寸
義
燈
』
に
左
の
朱
書
あ
る
も
の
現
存
す
鱗
縮
齢

　
成
唯
識
論
了
義
燈
憲
一

　
　
（
朱
書
奥
翼
）

　
　
　
保
延
四
年
八
月
十
九
日
誤
飲
織
了
　
沙
門
臼
臼

叉
安
元
二
年
の
朱
書
黒
め
る
『
法
窺
擶
…
騨
』
憲
一
恕
四
の
二

帖
現
存
す
臨
脚
齢
敏

　
　
巻
一
、
朱
奥
書
云
）

　
　
　
蜜
元
三
年
酉
三
月
廿
三
編
儲
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
曾
　
（
花
押
縁
シ
ァ
リ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
始
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
滋
ロ
別
筆
二
目
（
．
而
シ
テ
ム
工
即
皿
轍
撚
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰
領
　
實
圓

　
　
（
朱
書
蓋
）

　
　
　
払
柵
．
承
二
年
施
灰
’
二
い
丹
六
償
触
雷
甲
　
都
町
　
　
（
曲
化
押
月
）

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
〇
七
　
（
二
九
ミ
）



　
　
　
纂
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
審
日
版
離
造
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
苦
別
筆
云
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傳
領
　
實
圓
．

　
　
巻
四
へ
奥
書
）

　
　
　
治
承
元
年
思
入
月
比
儲
之
　
　
　
沙
門
永
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俗
筆
云
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
証
　
實
圓

依
是
槻
之
、
唯
識
本
論
の
疏
π
ゑ
「
述
記
鴇
了
義
燈
』
の
開

版
あ
る
の
み
な
ら
す
壷
掘
の
『
法
華
捕
輝
』
さ
へ
開
版
あ
れ

ば
、
謂
は
ゆ
る
コ
翌
年
疏
」
の
他
の
一
π
る
『
演
秘
』
の
旧
版

あ
り
し
は
推
察
す
る
に
難
か
ら
す
。
造
れ
を
當
時
一
般
敷

界
の
風
潮
に
論
る
に
、
京
洛
緩
紳
の
間
に
は
、
寛
治
以
前

維
文
開
版
の
風
車
一
盛
ん
な
り
し
は
否
定
す
可
か
ら
ざ
る

事
重
な
れ
ば
、
南
都
に
於
け
る
開
版
の
暴
は
決
し
て
一
二

に
止
ら
ざ
り
し
な
る
醸
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
酉
時
許
明
業
奉
摺
爲
供
養
心
経
五
十
怠
壽
命
経
齋
懇

　
　
槻
海
爲
講
師
、
布
施
絹
二
疋
赫
肌
欄
F
鱒
保
四
年

　
　
（
上
客
）
冶
讐
手
隙
笠
聯
聖
心
膿
二
幅

　
　
痛
給
彷
奉
業
根
供
養
仁
王
経
六
部
（
下
町
）
＋
四
日
鋒

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

一
〇
八
（
二
九
四
）

　
　
（
上
客
）
人
夜
奉
圃
細
…
供
養
†
一
亜
槻
音
像
三
干
徐
膿

　
　
　
　
　
ド
つ
　
　
　
　
つ
　
　
コ
ド
　
し
　
　
く
　
　
ぐ

　
　
（
中
書
）
摺
爲
心
経
五
百
憲
以
永
義
阿
閣
部
爲
講
麟
、

　
　
布
施
絹
五
疋
（
下
馨
）
桐
が
胴
凱
封

心
維
、
毒
命
経
は
短
篇
の
小
亭
に
過
ぎ
ざ
肌
ざ
、
仁
モ
経

の
摺
寓
に
至
り
て
は
、
摸
板
術
の
漸
く
進
歩
し
て
、
摺
籍

の
風
琴
に
熟
せ
る
を
察
す
る
に
足
ら
ん
）

鎌
倉
時
代
に
入
り
て
は
唯
識
本
論
の
開
版
少
く
こ
も
二
回

あ
り
。
『
述
記
』
の
開
版
一
回
あ
り
。
本
論
は
沙
門
要
弘
螢

還
し
て
、
建
仁
元
年
八
力
十
三
H
着
手
し
、
翌
年
血
刀
廿

H
に
成
る
〇
十
ク
カ
に
し
て
十
七
を
刻
す
れ
ば
、
恐
ら
く

寄
人
の
修
善
な
る
可
し
轍
踊
次
に
承
久
笛
座
（
三
年
）
初
秋

沙
門
弘
容
寺
命
に
依
り
て
一
部
十
憲
の
摸
を
造
る
Q
前
者

を
私
版
こ
す
れ
ば
、
こ
は
下
版
な
り
。
践
に
云
く

　
　
成
唯
識
論
　
　
＋
憲

　
。
　
沙
門
弘
愚
蒙
満
寺
鞭
虫
造
説
識
論
臆
断

　
　
　
　
承
久
辛
已
初
秋
下
旬
彫
刻
昏
怠
　
　
　
　
　
“

　
　
　
願
巴
蛾
理
宗
法
命
　
久
惜
春
H
盤
威
光
　
速
生
有



θ

　
　
　
僑
類
土
壇
　
皆
皆
馬
上
龍
花
盆

『
述
記
』
は
建
久
六
年
成
る
。
板
木
陰
刻
の
銘
に
説
く
、
曝

雛　
　
述
記
九
憲
…
本
延
板
臼
口
口
御
n
U
講
本
承
士
之
功
所

　
　
尊
卑
進
也
突
建
久
六
年
肌
八
月
廿
九
昌
m
　
憎
莞
盗

承
久
年
中
唯
識
本
論
を
雛
造
せ
し
摸
工
儒
弘
容
は
先
山
建

暦
癸
酉
（
「
二
年
）
『
喩
伽
師
地
論
』
一
百
窓
を
雛
画
せ
り
。
而

し
て
建
長
元
年
莞
心
頭
平
し
て
、
此
の
摸
を
再
三
せ
り
。

こ
れ
實
に
此
の
時
代
に
於
け
る
春
目
版
中
の
最
大
印
刷
に

し
て
、
南
都
に
於
け
る
嘉
緑
版
大
般
若
六
百
憲
の
印
成
に

匹
敵
す
る
も
の
こ
い
ふ
潤
し
。
蹟
に
旧
く
」

　
　
沙
門
弘
容
依
専
心
上
人
命
勧
都
鄙
貴
賎
類
奉
彫
喩
伽

　
　
論
一
部
模
干
時
建
暦
癸
酉
終
功
実

　
　
　
願
以
作
摸
所
生
稿
　
令
法
久
住
利
有
情
　
主
件

　
　
　
華
壇
結
縁
衆
　
共
生
知
足
終
成
佛
　
願
以
摺
爲
功

　
　
　
　
値
遇
大
明
紳
　
生
々
學
佛
法
　
慶
度
請
衆
生

　
　
　
建
長
元
年
七
月
血
日
　
　
　
願
主
大
法
師
尭
心

　
　
　
第
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
春
ロ
版
離
造
考

疋
安
元
年
畳
叢
叢
饗
し
て
最
勝
三
姫
十
憲
の
摸
を
造
る
。

然
る
に
鉢
叩
に
依
れ
ば
．
先
之
巳
に
逆
鱗
開
版
の
事
あ
り

恐
ら
く
此
時
代
の
初
期
な
る
可
し
。
此
経
は
喉
識
宗
に
關

係
な
け
れ
ざ
鎭
護
國
家
の
縄
典
こ
し
て
、
奈
良
朝
に
盛
行

し
丸
る
も
の
な
れ
ば
、
此
に
六
宗
の
一
難
る
興
畷
寺
の
佳

賞
に
依
り
て
開
版
せ
ら
れ
し
は
極
め
て
あ
b
得
べ
き
事
に

塾
す
。
蹟
に
牽
く
。

　
　
此
維
國
土
大
珍
寳
　
人
天
諸
紳
所
蹄
威
　
忍
法
住
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
経
人
住
　
王
法
依
此
纒
保
護
　
而
摸
籾
損
交
學
消

　
　
如
具
眼
昌
無
所
見
　
若
無
能
詮
最
勝
文
　
依
下
知
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
ぐ
　
　
　
ぐ

　
　
所
詮
義
　
爲
國
爲
法
働
微
力
　
更
早
早
些
末
來
際

　
　
三
界
所
有
諸
天
紳
　
随
喜
守
護
佛
王
法
　
四
恩
爲
初

　
　
及
法
界
　
　
山
ハ
遁
目
茶
律
得
解
醗

　
　
　
正
安
元
藤
六
月
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
南
都
興
編
寺
僧
豊
性

此
頃
三
論
に
永
仁
版
『
法
華
義
疏
』
の
開
版
あ
り
Q
華
巖
に

弘
安
版
『
五
倫
章
』
の
開
版
め
り
○
律
宗
に
正
和
版
『
作
持

　
　
　
　
　
　
　
第
二
槻
　
　
一
〇
九
　
（
ご
九
五
）

マ



第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
春
日
版
雛
造
考

第
　
二
　
一
聯
　
　
　
一
　
一
〇
　
　
（
二
↓
ル
山
ハ
）

卵
嚢
』
の
開
版
め
り
。
法
隆
寺
に
は
賓
治
版
『
上
仁
王
法
花
　
の
に
し
て
江
戸
時
代
以
前
の
み
を
抄
出
せ
り
。
粟
中
北
圓

義
疏
』
、
文
永
版
「
勝
手
旨
維
摩
』
の
開
版
、
弘
安
版
『
十
七
　
堂
維
版
に
凝
し
て
は
明
治
二
十
七
年
奈
良
苧
賓
物
掛
の
調

憲
注
』
の
開
版
あ
軌
∩
南
郡
の
港
板
亦
盛
ん
な
り
ご
謂
つ
可
　
査
並
に
興
輻
寺
佐
伯
良
謙
師
及
び
余
の
調
査
の
結
果
を
分

し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
し
て
之
れ
を
年
表
に
作
製
し
た
る
も
の
な
り
。

畳
性
は
定
先
之
嘉
元
四
年
蕨
議
し
て
『
地
藏
本
願
経
』
を
開
　
思
ふ
に
南
北
朝
乱
り
室
町
の
初
期
に
か
け
て
母
権
の
隆
盛

亡
し
π
る
こ
ご
あ
り
。
蹟
に
云
一
・
　
　
　
　
　
を
極
め
窪
り
し
は
．
京
都
に
於
け
る
籐
宗
の
勃
興
に
從
び

　
　
地
臓
菩
薩
本
誓
願
鐸
尊
単
利
附
属
説
此
経
所
朋
て
臨
川
寺
版
、
五
由
版
等
の
頻
出
し
た
る
刺
激
に
も
依
る

　
　
鞍
信
心
　
故
更
刻
綴
織
末
來
　
鍬
此
功
徳
及
注
界
・
　
べ
き
も
、
即
興
編
寺
の
経
濟
力
の
省
未
だ
弛
緩
せ
ざ
る
を

　
　
先
救
三
途
極
重
苦
　
入
天
皇
寓
生
死
海
　
自
他
同
獲
　
示
す
も
の
こ
観
ざ
る
可
か
ら
す
。
而
し
て
更
に
旧
版
の
内

　
　
菩
薩
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
即
ち
経
典
の
種
類
を
観
察
す
る
に
、
南
都
佛
激
に
適
有

　
　
　
嘉
元
四
年
丙
午
六
力
廿
四
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
『
仁
王
経
回
最
勝
王
経
」
『
法
花
経
』
『
最
勝
王
経
疏
』
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
南
都
興
輻
再
臨
性
　
　
無
量
義
経
』
法
相
宗
關
係
の
『
唯
識
論
』
『
述
記
』
『
了
義
燈
』

こ
れ
を
信
仰
史
上
よ
り
考
ふ
れ
ば
此
の
開
版
は
當
時
漸
漸
e
『
櫃
要
論
黙
秘
≒
法
花
橘
…
粋
≒
喩
伽
師
難
論
』
、
上
生
経
疏
』

せ
し
地
平
信
仰
の
刺
激
を
受
け
π
る
も
の
な
る
可
し
。
而
　
『
義
林
章
醤
、
光
性
徽
論
』
．
世
親
編
論
』
五
聖
大
乗
経
こ
し
て

し
て
、
共
の
後
の
状
況
は
概
括
し
て
之
を
別
表
に
掲
ぐ
。
此
妻
せ
し
か
ご
思
は
る
、
『
大
品
般
若
』
『
花
嚴
経
』
『
大
集
維

表
は
余
が
興
輻
寺
北
圓
堂
に
現
存
す
る
春
H
模
版
を
調
査
　
5
一
糖
分
』
及
び
謄
、
大
豊
荘
維
』
等
其
の
主
要
な
る
も
の
に
し

し
て
得
π
る
結
果
に
余
が
研
究
を
加
へ
て
作
製
し
鳴
る
も
　
て
、
共
の
他
に
も
噌
、
蕪
語
論
』
『
優
婆
塞
戒
維
』
（
元
線
十
年

餌



刻
）
等
種
々
の
経
典
あ
り
。
要
す
る
に
、
春
目
版
の
離
造

は
引
引
史
上
の
題
目
こ
し
て
、
春
臼
曼
茶
羅
及
び
春
H
信

仰
の
大
結
集
π
る
『
春
目
構
現
験
記
』
ご
共
に
、
中
世
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
版
離
弱
年

　
　
　
　
　
　
　
　
（
雛
造
年
力
及
経
典
）

　
　
　
元
右
了
　
元
…

　
　
　
　
　
二

光
厳

　
　
　
…
七
五
二
七
ノ
ご

正
卑
　
元
㎝
五
員
華
鰻
篭
工
歓
八
ノ
ニ
〇
十
月
大
黙
加
経
憎
鉄
六
ノ
三

　
　
二
曹
見
大
品
纏
二
厭
八
ノ
五
〇
四
月
大
品
経
三
鉄
＋
ノ
八

懇
元
二

　　元
徳
元
｝

　
　
二
｝
大
品
経
一
三
七
∠
工

元
弘
免

正
讐
匹

　
　
二
～

第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
春
日
版
雛
甑
旭
考

の
内
的
生
活
を
研
究
す
る
重
要
資
料
こ
し
て
皇
統
あ
る
も

の
こ
信
ず
る
も
、
今
は
姑
く
奨
の
外
的
研
究
に
止
め
ん
。
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